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小田原労働基準監督署　署　長 哘
さそ

　崎
ざき

　雅　夫
全国安全週間は、昭和 3 年に初めて実施されて以

来、「産業界での自主的な労働災害防止活動を推進
し、広く一般の安全意識の高揚と安全活動の定着を
図ること」を目的に、一度も中断することなく続け
られ、今年で 91 回目を迎えます。

この間、労働災害防止のために、労使が協調して
対策が展開され、労働災害は長期的に減少してきま
した。

しかしながら、平成 29 年の当署管内における休
業 4 日以上の死傷災害は 323 件となり、前年と比
較すると減少したものの、第 12 次労働災害防止推
進計画の目標である休業 4 日以上の死傷災害 289
件を大きく上回る状況となりました。

また、第 13 次労働災害防止計画が平成 30 年度
を初年度として新たに展開されることを踏まえ、働
く方一人一人がかけがえのない存在であり、各事業

平成 30 年度

場で一人の被災者も出さないという基本理念の下、
日々の仕事が安全なものとなるよう、不断の努力が
必要です。

こうした状況から、安全に安心して働ける職場づ
くりを達成するためには、安全衛生管理体制の確立
と組織的な安全衛生活動、職場の全員参加による安
全衛生活動の推進、安全衛生教育の充実、職場で働
く方々の安全意識の高揚が重要になっているものと
考えます。

平成 30 年度の全国安全週間においては、
「新たな視点でみつめる職場　創意と工夫で安全

管理　惜しまぬ努力で築くゼロ災」
をスローガンとしています。

全国安全週間を契機に、職場で働く方々が労働災
害防止の重要性を再認識し、安全意識の高揚がなさ
れるよう、安全衛生活動の実施をお願いいたします。

平成 30 年度全国安全週間小田原地区推進大会が
６月７日（木）に開催されました。建設業労働災害
防止協会神奈川支部小田原分会の譲原分会長による
開会の言葉のあと、小田原産業団体連合会の石河会
長の挨拶がありました。昨年度は小田原で死亡災害
ゼロを達成したが死傷災害は減少傾向を示すもの
の、目標に対しては未達となった。さらなる労働災
害の減少には、原因に対し適格な対応策を講じるた
めの現状把握が必要です。過去から同様に繰り返さ
れていたにもかかわらず、偶然にも労働災害に至ら
なかったというものであり、改善を施していれば災
害は防げたはずです。管理する側も不安全な状態を
見抜く知識を身に付け、その状態を放置しない意識
を持ち、努力を続ける事が必要と話されました。

次に小田原労働基準監督署の哘崎署長の挨拶に
続き８名の方の安全功労者表彰があり、小田原市長

第 91 回全国安全週間

加藤様よりの祝電が披露された後、小田原労働基準
監督署の平野安全衛生課長より今回の安全週間の
推進内容についての詳しい説明がありました。

大会宣言は箱根温泉旅館ホテル協同組合の川口様
により行われました。

特別講演は元ＮＨ
Ｋ「ためしてガッテ
ン」演出担当デスクの
北折 一様による「ガッ
テン流！人を動かす！
プレゼンテーションの
極意」と題して番組制
作時の裏話から始まり、どうしたら人の心を掴んで
興味を持たせ、そして知らぬ間にツイツイやってい
たとなるかをテーマとしたユーモアを交えたお話に
ぐいぐい引き込まれ楽しく聞く事が出来ました。

今回の推進大会に参加させて頂き、スローガンで
ある「新たな視点でみつめる職場　創意と工夫で安
全管理　惜しまぬ努力で築くゼロ災」を実施してい
くために、今回の北折先生のお話のように、みんな
が興味を持ち知らず知らずに安全作業をしていた、
と言えるような安全活動を目指したいと思います。

　　　　　　　　　　（文化堂印刷㈱　上野良治）
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小田原地区安全功労者表彰平成 30 年度

㈱明治ゴム化成
柳川洋人

花王コスメプロダクツ小田原㈱
三ツ石弘美

相洋産業㈱
瀬戸朋彦

■表彰者の選考について

　この表彰は、毎年、全国安全週間小田原地区推進大会において、小田原産業
労働団体連合会の表彰規定に基づき、３年以上無災害の事業場の中より、同一
事業場に５年以上勤務し、かつ安全に対し功績のあった方に贈られるものです。

小規模事業場の事業者と労働者の皆さんへ
地域の産業医による健康相談・保健指導は無料健康相談窓口をご利用下さい
労働者が心身ともに健康で働き続けられるように、長時間労働面接指導、メンタルヘルス対策や生活習

慣病予防など、事業場が行う労働衛生管理の支援をするために、「県西地域産業保健センター」では、地域
の産業医による面接指導や健康診断の事後措置などの無料健康相談・保健指導を行っています。
１．無料健康相談窓口ご利用時間（ご利用希望の方は、事前にご連絡を下さい）
　　 13 時から 15 時まで
２．相談日（平成 30 年７月から平成 31 年３月までの相談日は次のとおりです）
　　 ７月４日（水）   ７月19日（木）  ８月６日（月）   ８月20日（月）   ９月３日（月）  ９月21日（金）
　　 10月３日（水）  10月22日（月）  11月５日（月）  12月 ５日（水）  12月19日（水）  １月15日（火）
　　 ２月７日（木）   ２月22日（金）   ３月６日（水）   ３月22日（金）
３．相談窓口会場
　　〔おだわら総合医療福祉会館内　小田原市久野 115 − 2　県西地域産業保健センター　４F 事務所〕
　　  この他に事業者や労働者が利用し易いように、各企業の要請により、産業医による産業保健指導を小

田原市、湯河原町、南足柄市、松田町、箱根町、開成町、山北町、中井町、真鶴町、大井町の各企業
に個別訪問して対応していますので御利用下さい。

　　 連絡先　0465 − 66 − 6040（月〜金曜日の祭日を除く 10 時から 16 時までにご連絡ください） 
厚生労働省委託事業［協力：小田原医師会・足柄上医師会］

県西地域産業保健センター
TEL ０４６５−６６−６０４０
FAX ０４６５−６６−６０４４

■小田原市久野１１５−２（おだわら総合医療福祉会館内 4F）コーディネーター  劍  持　 收
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  コーディネーター  川久保恒明

新 規 加 入 会 員 事 業 場 紹 介

☆社　　名　株式会社 柴橋商会 西湘工場
☆所 在 地　足柄上郡開成町みなみ５丁目３番
☆代表者名　製造本部西湘工場工場長  喜田  敏章
☆工場開設　平成２９年１２月
☆従業員数　９９名
☆事業内容　病院基準寝具の洗濯業務
　　　　　　オシボリ、タオル類、寝巻き、
　　　　　　ユニホームのレンタル及び洗濯業務
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＊　全国労働衛生週間小田原地区推進大会
　・９月５日（水） 小田原市民会館
＊　衛生管理者受験準備講習会
　・９月 11 日（火）〜12 日（水） 青色会館
＊　交通 KYT 研修会
　・９月 14 日（金） 青色会館
＊　届出手続き講習会
　・９月 25 日（火） 青色会館
＊　安全衛生担当者実務研修会Ⅰ
　・９月 27 日（木） 青色会館

［事務局だより］
事務局長　石塚　金蔵

［７月〜９月行事案内］
＊　KYT 基礎実践研修会
　・7 月 3 日（火） 青色会館
＊　有機溶剤作業主任者技能講習
　・7 月 4 日（水）〜 5 日（木） 平塚商工会議所
＊　普通救命講習Ⅰ
　・7 月９日（月） 青色会館
＊　リスクアセスメント研修会（基礎コース）
　・7 月 12 日（木） 青色会館
＊　労務管理講習会
　・7 月 18 日（水） 青色会館
＊　粉じん特別教育
　・7 月 25 日（水） 青色会館
＊　健康保持増進講習会
　・7 月 27 日（金） 青色会館
＊　安全衛生推進者養成講習会
　・8 月 9 日（木）〜 10 日（金） 青色会館
＊　安全管理者選任時研修（平塚支部主催）
　・8 月 23 日（木） 平塚市勤労会館
＊　法令講習会
　・８月 30 日（木） 青色会館

先日、小田原フラワーガーデンにバラを見
に行きました。運良く係員の方がバラ園を案
内してくれる時間と合い、バラの花の解説を
聞きながらバラ園の見学をすることが出来ま
した。バラは欧州原産と思われていますが、
ヒマラヤ付近が原産地だそうです。原種は
梅の花のように 5 弁の花びらで、園内にも 5
弁の花びらのバラが咲いていました。バラが
発生したのは白亜紀で人間はまだ小さなサル
の頃だそうです。既にその頃からバラは咲い
ていたのですね。バラは香りのすばらしさで
有名ですが、香りのしない品種も多いそうで

す。香りの良い品種は香りを出す為にかなり
パワーが必要で、開花している期間は香りの
しない品種に比べずっと短いそうです。また、
バラの花は枝の一番上にしか花をつけないた
め、枝を広げ育てることにより、一本の木に
たくさんの花を咲かせるように育てているそ
うです。バラを満喫した休日でした。

（広報部会　中村昌夫）

lllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllll

〔支部入会へのご協力とご案内〕
　会員の皆さまの協力会社や近隣会社等の、
まだ入会されていない事業場がありましたら
紹介をお願い致します。また、労務安全衛生
に関する法律に基づく充実した講習等を開催
しています。
　入会のご連絡、お問い合わせは、下記にお
願いします。
事務局電話　0465 − 24− 1753 又は、
E-mail：odawara@roaneikyo.or.jp


